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未来を生きる子供たちのために 
東松山市教育委員会教育委員 利根川 澄子 

 
学校訪問、運動会、市内音楽会などで、本市の子供たちの活躍 

する姿や子供たちを支える教職員の皆様の姿を拝見し、底知れぬ 
パワーを感じて胸が熱くなりました。日頃の教育現場で奮闘され 
ている皆様に、心から感謝申し上げます。 

さて、文部科学省が２０２３年に策定した「教育振興基本計画 
（第４期）」では、「持続可能な社会の創り手の育成」とともに、 
「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」が掲げられてい 
ます。そこでは、ウェルビーイングとは「身体的・精神的・社会 
的に良い状態にあることをいい、短期的な幸福のみならず、生き 
がいや人生の意義などの将来にわたる持続的な幸福を含む概念」 
であり、また「多様な個人がそれぞれ幸せや生きがいを感じると 
ともに、個人を取り巻く場や地域、社会が幸せや豊かさを感じら 
れる良い状態であることも含む包括的な概念」と説明されていま 
す。 

 私たちは幸せに生きるべきである。     
これからの激動の社会を生き抜くためには、この基本的な考え方を念頭に置き、自分自

身だけでなく、自分を取り巻く人や物の幸せな状態にも思いを馳せることが、あらゆる人
にとって必要不可欠なことになっていくのだと思います。 

社会の閉塞感が心身や生活に影響を及ぼす子供たちが、好きなことや興味のあることに
出会い、個人の可能性が開花し発揮される世の中になるよう、我々大人達は支援していか
なければなりません。そのためには、教職員の皆様のウェルビーイングを確保することが
必要です。学校が心理的安全性の保たれた場であり、教職員の皆様のウェルビーイングを
高める場であることを節に願います。 

最後に、ピアニストである私が常に心に留めている言葉を２つ紹介します。 
一つ目は、演奏者 と しての「平常心（ び ょうじょうしん ）」と いう禅語です。こ の 言葉

は、「ありのま まの気 持ちを受け入れて 表 現する」というこ と を指します。緊張 す る時は
正直に緊張すると言えば良い。辛い時は正直に辛いと言えば良い。自分の心に素直である
ことが人生をより良く生きるための秘訣になるという教えです。 

二つ目は、指導者としての「不動心（ふどうしん）」です。同じく禅語であるこの言葉は
「何もしない、何 も 変えない」という 意 味ではなく、「 自分の やるべきことや立 ち 位置を
しっかり見極めた上で、時代や環境に合わせて動き続ける」ことを指します。物事に囚わ
れず、常にフレキシブルであれという教えです。 

未来を生きる子供 た ちを育む教職員の 皆 様におかれまして は 「ありのままを受 け 止め、
変化に対応すること」を意識した教育活動が展開されることを期待しています。 

 
 

 
本誌の内容は東松山市のホームページにも掲載しており、 
右の二次元コードからアクセスすることができます。   →→→→→ 



子供たちの笑顔あふれる豊かな学級生活の創造を目指して 
 

令和６年度の東松山市学校教育研究推進委員会では、子供たちを育む視点として次の

ことに重点をおいて取り組みました。 

① 学力向上につながる非認知能力を伸ばす取組 

知識基盤社会において、認知能力を向上させることは重要である。加えて予測困難

な将来を生き抜く子供たちを育成するためには、「自己効力感」や「やり抜く力」な

ど、非認知能力が重要な役割を果たす。非認知能力を意図的に伸ばすため、授業や学

校生活の中でどのような取組が効果的であるか実践的に研究する。 

② 小中連携を推進し児童生徒理解を深める取組 

   小中学校の連携については、中１ギャップの解消はもちろん、お互いの校種の教

員が交流することでそれぞれのよさを共有し、指導力の向上が期待できる。一般的

に、小学校でのきめ細かな指導を、中学校での専門的な指導をそれぞれ共有し互い

の教育活動に生かしていく。 

本号では、この２点について実践した内容や作成した資料等を紹介します。 

 

１ 非認知能力を高める実践と東松山市学級経営スタンダードの更新 

子供たち一人一人のよさをとらえ、学級の人間関係を豊かにすることで、各教科等の

授業において主体的・対話的で深い学びの実現につながると考え、東松山の学習指導ス

タンダード、学級経営スタンダード（年度当初版）を土台として研究・実践を行ってい

る。その中でも非認知能力の向上に強い相関があるとされている学級経営に視点をあて、

年間を通じて効果的な指導・支援が行えるように学級経営スタンダードの更新を図った。

年度当初版から年間版（Ver.2.0）へと更新するために、下のとおり項目を追加した。 

 

学級経営スタンダード Ver.2.0 目次 
○発刊によせて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.1 

○学級経営の基本的な考え方・・・・・・・・・・・・・ p.2 

○信頼関係を築く年度当初の出会い・・・・・・・・・・ p.3 

〇朝の会・帰りの会の工夫・・・・・・・・・・・・・・ p.4 

○学級経営の核となる学級活動の充実・・・・・・・・・ p.5 

【追加】○学級活動のポイント 

〇年度当初学級活動の３つの実践・・・・・・・・・・・ p.6 

○学級目標と個人目標の設定・・・・・・・・・・・・・ p.7・8 

【追加】○個人目標の更新 

【追加】○学級経営と学習指導 

○係活動と当番活動の特質・・・・・・・・・・・・・・ p.9・10 

【追加】○係活動の充実 

○学校生活の基盤となる教室の環境整備・・・・・・・・ p.11 

○生徒指導の基礎・・・・・・・・・・・・・・・・・・ p.12 

【追加】○行事を通じた学級経営 

【追加】○保護者との連携（保護者面談の工夫） 

【追加】○保護者との連携（学級懇談会の工夫） 
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東松山市の教育における２つの基本 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

— － － ここからは学級経営スタンダードに今回追加した内容の一部を掲載しています。－ － － 
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２ 児童生徒理解を深める小中連携の推進 

小学校と中学校が協力し、児童生徒の学びや成長を円滑につなげることによって、教

育の質を向上させることを目的として連携の推進を図りました。連携の内容には次のよ

うなものが挙げられます。 

（１）学習面での連携 

 ・学習内容の接続…小学校と中学校のカリキュラムをつなぎ、学習内容のギャップを

なくすことでスムーズに学習を進められるようにする。 

 ・学習習慣の継続…小学校で身につけた学習習慣を中学校でも継続しやすくすること

で、学力向上につなげる。 

（２）生活面や指導面での連携 

 ・環境の変化による不安の軽減…小学校から中学校への進学時の不安を減らし、生徒

が安心して学校生活を送れるようにする。 

 ・共通の指導方針の確立…生活指導や学習指導のルールを統一することで、一貫した

教育を行い、生徒が戸惑わないようにする。 

（３）児童生徒の成長を支える連携 

 ・小中の教員間の情報共有…児童生徒の特性や学習状況を共有することで、一人一人

に合った支援や指導を行うことができる。 

 ・キャリア教育の充実…小学校から中学校への進路指導やキャリア教育を一貫して行

うことで、将来の選択肢を広げる。 

（４）地域との連携強化 

 ・地域ぐるみの教育体制の構築…地域の特性を生かした体験や学習活動を小中学校で

継続的に実施できる。 

 

松山中学校区（松山中学校・松山第一小学校・青鳥小学校）の取組 
 

非認知能力を高める小中連携の取組 
＜目的＞ 
  予測困難な将来を生き抜くための「非認知能力」の 
向上に小・中学校で一貫性をもって取り組み、長期的・ 
継続的に育んでいく。 
＜取組＞ 
 ○小中の活動の相互参観 
   7／１２ 青鳥小参観（すあしの時間・小１算数） 
  １０／ ７ 松山中参観（体育祭団練習・予行） 
  １０／２９ 松一小参観（音楽集会・小４図工） 
 ○今後の小中連携の活動検討 
   ・長期休業中などを利用した小中全教員参加型 

の研修会を提案していきたい。 
   ・小中の児童生徒が相互訪問する機会（音楽集会・あいさつ運動など）を設けていきた

い。 
＜期待される成果＞ 
 ○授業や活動の形態を工夫することで、「自己効力感」や「やりぬく力」がより育まれてい

く。 
 ○児童生徒を育てる視点を共有し、日頃の教育活動を小中で合わせていくことで、児童生

徒の自信や安心感につながりつつ、一貫した活動から「勤勉性」や「向社会性」がさらに
育てられていく。 

きちんと整列して順番に物を取りに行く 「向社会性」 
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南中学校区（南中学校・高坂小学校・野本小学校・唐子小学校）の取組 
 

生徒指導と教育相談を通じた小中連携 
＜目的＞ 
  小中連携を通して、中１ギャップ解消を目指すなど、生徒指導の諸課題について、情報交換を密に
行い連携して取り組む。 
＜取組＞ 

・相談室より（相談員・SC）「中学校準備号」として、数回発行する。（３学期） 
・校区内小学校（高坂・唐子）へ定期的に訪問し見学及び情報交換を行う。（水曜） 
・授業参観を行う。（学年末） 
・校区内小学校４校それぞれに、相談員による訪問を行う。（月１程度） 

→授業・休み時間の見学、相談等 
・校区内小学校４校それぞれに、管理職が中心となって訪問する。 

→体育祭等の学校行事 
・次年度入学予定の児童・保護者が中学校を見学する。 

（特別支援学級入級希望者） 
＜期待される成果＞ 

・準備号により兄弟や知り合いのいない児童に対しても、中学校への 
見通しが可能となり不安解消に繋がっている。生徒指導訪問では、 
実際に通う中学校の教師が訪問し、情報共有を行うことで、不登校 
解消や家庭環境の把握に繋がり深い生徒理解に繋がっている。 
・出前授業や部活動体験や見学などで、直接中学校の生活にふれる 
機会を増やすことも良い方策だと思われる。 

 

東中学校区（東中学校・新明小学校・新宿小学校）の取組 
 

児童・生徒・教職員のつながりと相互理解を大切にして 

＜目的＞ 
 小中学校が互いの授業や研修会に参観・参加することでお互いの実態を知る。カリキュラムや指
導観などを共有し、よさを知ることでお互いの教育活動にいかしていく。 

＜取組＞ 
○教職員の交流事業について 

  各学校で開催される、学校課題研究に基づく、授業研究会や 
その他の研修会で相互に参加し合う。その学校の課題を知り、 
解決のための策や手だてをお互いに理解していく。 
・夏季研修会 新明小学校開催 7.25 学校課題研修 

「学びの共同体」 佐藤学氏講演 
・授業研究会 
   新宿小学校…１０月３日 ５年生 体育（ボール運動） 

     新明小学校…１１月３日 ５年生 総合的な学習の時間（私たちの生活と水産業） 
     東中学校 …１０月２４日 １年生 数学（変化と対応「座標」） 

・学校保健委員会 東中開催 
○児童生徒の交流事業について 

  東中学校での入学説明会にて 6 年生から持ち寄られた質問に生徒会が中心となり答える。小学
校で行われる低学年の校区探検で東中の生徒に案内してもらったり、中学校の総合的な学習の時
間とタイアップして小学校のキャリア教育などにつなげて交流を図ったりする。小学校同士でも合同
水泳授業や学習発表会などを計画する。 

※この他、東中学校の人権教育講演会に校区の小学校の保護者にも参加を呼びかけて開催する。 
＜期待される成果＞ 

・互いの授業を参観することで、児童生徒の学び方や指導方法、カリキュラムを知ることができる。 
 ・同じ中学校に進む児童がどのようなカリキュラムで学んできているかを知ることができる。 
 ・自校の課題を見つめ直すことができる。 
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北中学校区（北中学校・松山第二小学校・市の川小学校・大岡小学校）の取組 
 

カリキュラム・マネジメントにつながる授業参観を通した連携 
＜目的＞ 
  中学校への円滑な進学や、９年間を通したカリキュラム・マネジメントの充実を図る。 
＜取組＞ 

・各学校の学校課題研究における授業研究会に参加して、児童生徒の様子や実態を把握する。 
・オンライン会議ツールを活用して各校との交流を可能にし、授業や児童生徒の活動の中で連携 
していく。 

・中学校の教職員による小学校６年生への体験授業を行う。 
＜期待される成果＞ 

○児童生徒の様子が分かり、今後の共通理解・共通行動の一助となる。 
○互いの教職員が参観し校内の教職員以外の来校者があることで、 

児童生徒の目的意識や相手意識が高まり、教育効果が向上する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

    授業参観後の研究協議の様子 

 

白山中学校区（白山中学校・桜山小学校）の取組 
 

小中一貫 ～学校行事への参加と授業の連携～ 

＜目的＞ 
 授業や行事へ参加することで９年間を見通した学校生活が送れるようにする。 

＜取組＞ 
５月  体育祭     小学校 5，6 年生（一部競技参加） 
６月  授業参観   中学校１年生授業（小学校教員参加） 

        情報交換等々  
８月  教員合同研修会 「知識構成型ジグソー法（※）」 

（小中学校教員参加） 
        ※互いに自分が学習した情報を紹介し合って 

ジグソーパズルを解くように全体像を浮かび 
上がらせる手法 

９月  合唱コンクール 小学校 6 年生（参観） 
１月  授業参観    小学校 6 年生授業（中学校教員参加） 

        情報交換等々 
1 月・２月 部活動体験   小学校 6 年生対象（任意） 
通年 ① 出前授業 小学校へ 音楽、特別支援、美術 

              中学校へ 数学、家庭科 
       ② 英語検定 年２回（小中で実施） 

 
＜期待される成果＞ 

・スムーズに入学後の学校生活を送ることができる。授業規律や部活動についても順応することが
できる。 
・小・中学校教員が指導方法の改善や基礎学力への必要性の意識を高めることができる。 
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 氏  名 所 属  氏  名 所 属 

委員長 長澤 誠 新宿小・校長 副委員長 川上 嘉久 北中・校長 

委員 大矢 輝啓 松山第一小・教諭 委員 半田 北斗 松山第二小・教諭 

委員 淺見 雄大 新明小・主幹教諭 委員 長谷 隆志 大岡小・教諭 

委員 成田 恭平 唐子小・教諭 委員 関根 正憲 高坂小・主幹教諭 

委員 鎌田 美穂 野本小・教諭 委員 小高 知成 市の川小・主幹教諭 

委員 星野 勇 青鳥小・主幹教諭 委員 三谷 アスカ 新宿小・主幹教諭 

委員 中澤 嘉春 松山中・教諭 委員 上村 拓也 桜山小・教諭 

委員 飯島 伸介 南中・教諭 委員 黒川 新 東中・教諭 

委員 森田 淳一 北中・教諭 委員 吉田 悠 白山中・教諭 
 

令和６年度東松山市学校教育研究推進委員 


